


























































































































ところが、4 月 11 日の震度 5 の余震で、
きれいに重ねていた製本雑誌が崩れ、後ろの
ドアをふさいだ。再度通路を確保したが、7
月 31 日の震度 4 の余震で、再び後ろのドア
がふさがった。奥のスペースの本は、一気に
片付けたいところだが、赤十字病院での僅少
雑誌分担保存に該当する雑誌が入っているは
ずなので、1999 年以前の保存対象リストを
作成し、2 回目の助人要請をし、人海戦術で
処分の作業をする予定だ。その後に、蔵書目
録を作成し、医中誌や日赤関係の蔵書目録の
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図５　処分予定の製本雑誌
図６　４月 11 日の震度５の余震後
34
更新をすることになる。
雑誌を書架に並べ始め、通路がすっきりし
てきた時に、医師から「ありがとう」や「す
げえ！！」と言葉をいただいた。遅々として
進まない片付けに恐縮していた私には、その
言葉がとても嬉しかった。
最後になってしまったが、被災病院という
ことで、赤十字をはじめ JMLA の加盟館か
ら「災害復興支援」による無償文献をたくさ
んいただいている。普通なら諦めてしまいそ
うな文献を、外国から取り寄せていただいた
こともあった。
本の山積み床置き状態が長かったために、
職員にたくさん不自由な思いをさせてしまっ
た。この援助がなかったら、図書室の存在意
義もなかったと思う。
感謝の思いは、筆舌では尽くせない。日本
人だから、この言葉で、言霊を込めて。「あ
りがとうございました。」そして、もう少し
の間、甘えさせてください。
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図７　雑誌を書架に並べ始めて
